
あきらめず，自分を信じて進む
校長 仲 克人

校庭の花壇には，酷暑に負けずに夏の花々が咲いています。学校農園のサツマイモの

葉も青々と茂ってきました。まだまだ残暑は続きそうですが，学校の周りの自然も少し

づつ「秋色」に変化していくことでしょう。

さて，夏休みの８月５日（土）に行われたＰＴＡ奉仕作業（教室のワックかけ）への

ご協力ありがとうございました。おかげさまで，環境を整えて子どもたちを迎えること

ができました。

長い夏休みを終えて元気な子どもたちの声が学校に帰ってきました。いよいよ２学期

のスタートです。子どもたちは，気持ちを新たにして２学期を迎えていると感じます。

２学期に向けて，それぞれの子どもがどんな願いをもっているかを大切にしていきます。

９月１日の始業式では「あきらめない心」と「みんなで乗り越える学期」をテーマに

話をしました。先日まで，バスケットボールのワールドカップが開催されましたが，8

月27日（日）はフィンランドに18点差から大逆転の勝利。続いて８月31日（木）の試

合では，またも15点差からの大逆転勝利。見ていた人を驚かせ感動に導いた試合でし

た。子どもたちに「選手のみなさんはどんな気持ちでプレーしていたんでしょうか?」

と問いかけてみました。一呼吸おいてから，「私は，最後まであきらめない強い気持ち

だと思います。」と話しました。そして，「２学期は約80日間ある学期です。たくさん

の行事があります。その１つ1つの行事の中で，一人一人が励まし支え合い，昨日の自

分を乗り越える為の挑戦が求められる学期です。」と説明しました。

２学期には多くの体験活動があります。体験活動は，豊かな人間性，自ら学び，自ら

考える力などの生きる力の基盤，子どもの成長の糧となることが期待されています。そ

のような意味においては，この２学期を「あきらめず，信じて進み」子どもたちにとっ

て実りあるものになるための教育活動に努めていきます。

２学期当初は，まだ厳しい残暑の中でのスタートです。子どもたちが早く学校生活に

慣れるよう，ご家庭での配慮をお願いいたします。「早寝・早起き・朝ごはん」を習慣

づけて生活のリズムを確立し，健やかな成長を支援していただきたいと思います。




